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……第 21 回 日本光線力学学会学術集会 学会後記 

            第 21 回 日本光線力学学会学術集会会長  粟津 邦雄 

 去る 2011 年 7 月 2 日・3日、大阪大学銀杏会館にて、第 21 回学術講演会を開催させて頂き、100

名を超える先生方のご参加および約 20 名の協賛企業の方々のご協力を得て、盛会裏に終了致しま

した。改めて関係各位に厚く御礼申し上げます。 

今大会は PDT 温故知新- From Dosimetry To Combined Therapy -をテーマに、臨床の現状のみな

らず、本質的に重要なドージメトリーや、Combined Therapy といった PDT の将来の有り方にもス

ポットを当て、活発な議論を頂きました。 

また、「光源問題」や「適応拡大」について大々的に取り上げたパネルディスカッションでは、

薬剤疫学で著名な京大・川上浩司教授をお招きし、現在我が国の PDT が抱える問題の本質をあらわ

にし、斬新な意見を元に会場一体となった熱い議論が行われました。本問題は早期解決が待たれま

す。今回の議論の灯を消さないことは元より、意見を集約し実行に移すことが肝要であり、次回の

つくば大会に是非引き継いで頂きたいと思います。 

特別講演（中外 Oncology 学術振興会議との共催）としては、The Catholic Univ. of Korea の

W.S. Ahn 教授から、PDT のアジュバント療法や全身療法への展開について、Harvard Medical School

の T. Hassan 教授から、PDT の基礎から最新の研究成果を網羅したまさに PDT 温故知新を感じるご

講演を頂きました。両教授とも日本の PDT 学会をご満悦の様子で、大会長として嬉しい限りです。 

最後に、IPA や KPA を見る限り PDT は各国で重要かつ大きな役割を担っています。現在我が国の

PDT に漂う閉塞感を払拭すべく、より活発な臨床・研究が JPA から発信されますことを祈念して大

会後記とさせていただきます。 
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……第 21 回 幹事会報告 

 新任：臼田実男 東京医科大学外科学第一講座 講師 

    武藤学  京都大学 医学部 消化器内科 准教授 

    森田明理 名古屋市立大学 加齢・環境皮膚科 教授 

・第 20 回日本光線力学学会（大会長：三好憲雄） 

              参加人数名 112 名、演題数：40、シンポジウム 2 

・2011 年 09 月現在 会員数；363 名、新規入会員数；4 名 

➢2010 年度年会費納入者数；117 名（2010 年新規入会員数;4 名） 

 

……平成 22 年度 収支報告（自 2010 年 4 月 01 日至 2011 年 3 月 31 日） 会計：奥仲哲弥幹事 

監事：金子貞男先生 

(1)  収入の部 

前期繰越金           2,600,536 円 

会費収入                                   600,000 円 

第 20 回 JPA 還付金             600,000 円 

預金利息                                       463 円 

収入総計                                 3,800,999 円 

(2)  支出の部 

年会費振込用紙発送費 他                    99,070 円 

第 20 回 JPA 追加援助金           400,000 円 

第 21 回 JPA 補助金                          600,000 円 

第 20 回 JPA 大会抄録印刷経費                168,000 円     

支出総計                                 1,267,070 円 

(1)－(2)= (3) 繰越収支差額               2,533,929 円 

 

……第 22 回 日本光線力学学会学術集会のご案内 

日時：2012 年 07 月 6 日（土）～7 日（日） 

場所：つくば国際会議場   

幹事会：7 月 6 日 昼から（予定） 

第 22 回 日本光線力学学会学術集会会長 

松村 明 （筑波大学大学院人間総合学研究科 脳神経外科） 

*日程、場所に変更の可能性がありますのでご了承ください 

 

……第 23 回 日本光線力学学会学術集会 会長  

大崎 能伸（旭川医科大学病院 呼吸器センター） 

……第 24 回 日本光線力学学会学術集会 会長  

西脇 由朗（県西部浜松医療センター 外科） 

 

……事務局からのお知らせ 

・平成 24 年度の年会費 5,000 円を 2013 年 3 月 31 日までにお振込みいただきたくお願い申し上

げます。 
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 年会費   平成 24 年度  5,000 円 

 郵便振替： 00150-9-371545 日本光線力学学会 

 会計年度  4 月 1 日より翌年 3 月 31 日迄 

振込期日  3 月末日迄にお願い致します。 

尚、原則的に 2 年間未納の場合は自動的に退会とさせて頂きますので、御了承下さい。 

 

・平成 23 年度の年会費を納入されていない会員はお手数ですが 5,000 円を 2012 年 3 月 31 日ま

でにお振込みいただきたくお願い申し上げます。 

  

……日本光線力学学会  役 員  （平成 23-24 年） *アイウエオ順、敬称略 

名誉会長      早田 義博 

会長        加藤 治文 

副会長       中島 進       平嶋 登志夫 

名誉幹事      久住 治男      平野 達       三木 徳彦 

三村 征四郎 

幹事        荒井 恒憲      粟津 邦男      伊関 洋 

              井上 啓史      臼田 実男      大崎 能伸 

岡本 芳晴      奥仲 哲弥      尾花 明 

加藤 久盛      金山 尚裕      川島 徳道 

          小林 正美      斎藤 明義      阪田 功 

          坂本 優       佐藤 俊一      長崎 幸夫 

          中村 哲也      楢原 啓之      西脇 由朗 

          沼田 勉       林  潤一      古川 欣也 

          松井 裕史      松村 明       松本 義也 

          南  三郎      三好 憲雄      武藤 学 

室谷 哲弥      森田 明理      吉田 孝人       

吉田 知之 

監事        會沢 勝夫      金子 貞男 

会計        奥仲 哲弥 

 

……日本光線力学学会 開催歴 

 開催日時 大 会 長 場 所 

第 1 回 1991 年 10 月 6 日 早田 義博・加藤 治文 東 京 

第 2 回 1992 年 9 月 5 日 中島  進 旭 川 

第 3 回 1993 年 10 月 10 日 奥田  茂 大 阪 

第 4 回 1994 年 9 月 3 日 竹村  健 札 幌 

第 5 回 1995 年 11 月 3 日 平嶋 登志夫 東 京 

第 6 回 1996 年 11 月 9 日 阪田  功 岡 山 

第 7 回 1997 年 5 月 24 日 西坂  剛 石 川 

第 8 回 1998 年 6 月 6 日 三木 徳彦 大 阪 
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第 9 回 1999 年 5 月 22 日 會沢 勝夫 東 京 

第 10 回 2000 年 5 月 20 日 金子 貞男 岩見沢 

第 11 回 2001 年 5 月 19 日 吉田 孝人、平野 達 浜 松 

第 12 回 2002 年 5 月 25 日 林  潤一 東 京 

第 13 回 2003 年 3 月 22 日 室谷 哲弥 東 京 

第 14 回 2004 年 5 月 29-30 日 南  三郎 鳥 取 

第 15 回 2005 年 6 月 11-12 日 尾花  明 浜 松 

第 16 回 2006 年 5 月 13 日 奥仲 哲弥 東 京 

第 17 回 2007 年 6 月 16-17 日 中村 哲也 栃 木 

第 18 回 2008 年 6 月 14-15 日 松本 義也 名古屋 

第 19 回 2009 年 7 月 4 日 荒井 恒憲 横 浜 

第 20 回 2010 年 6 月 12-13 日 三好 憲雄 福 井 

第 21 回 2011 年 7 月 2-3 日 粟津 邦雄 大 阪 

 

……編集後記             

 2011 年は、東日本大震災や台風・豪雨など自然の驚異にさらされた一年でした。亡くなられた

方々のご冥福を、心からお祈り申しあげます。また、このような不安な世情の中、海外からの特別

講演をまじえた素晴らしい第 21 回日本光線力学学会学術集会を開催していただいた大阪大学の粟

津邦雄先生に、深く感謝申しあげます。 

 日本では団塊の世代が定年を迎えるなど高齢化が進み、近い将来には超高齢化社会が間違いなく

到来します。高齢者にとっては外科的治療に代表される侵襲的な治療は QOL が著しく損なわれるた

め、たとえ癌が治ったとしてもその後の継続治療や介護などに莫大なコストがかかるのが問題です。

一方、光（レーザー）と腫瘍親和性光感受性物質を用いた光化学作用で癌を選択的に破壊する PDT

は、低侵襲であるのみならず患者の QOL を保つことができるため、結果的に医療費の削減につなが

るメリットがあります。 

 ありがたいことに、昨年暮れには、某大手機器メーカーが再び PDT に取り組み始めるという吉報

が届きました。今年は、本学会にとって素晴らしい一年になるものと大いに期待されます。 

 本年 7月に筑波大学の松村 明先生に開催していただく第 22回日本光線力学学会学術集会でまた

皆さんとお目にかかり、PDT に代表される光線力学についての夢と希望を語り合いましょう。 

 

編集委員長：中村哲也 

                               

日本光線力学学会事務局  〒160-0023 東京都新宿区西新宿 6-7-1 

東京医科大学 外科学第一講座 

☎：03-3342-6111（内線 5070）、fax：03-3349-0326 

事務局メールアドレス：jpa@tokyo-med.ac.jp 
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